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「

国
郡
し
ろ

し

め
す
侯
」

と

は
、

出
羽

国
新
庄
藩
第
十
代

藩
主

戸
澤
正

令
（
一

八

＝
ニ

ー
一

八

四

三
）

で

あ
ろ

う
。

正

令
は

、

彦
麿
を

「

師
の

翁
」

、

彦
麿
が

そ
の

門
下

だ
と
い

う
本
居
宣

長
を
「

祖

師
の

翁
」

、

と

景
仰

し

た
。

実
際
の

と

こ

ろ
、

彦
麿
の

名
は、

宣
長
の

『

授
業
門
人
姓

名
録
』

に

は

見
え
ず、

そ
の

養

子
大

平
の

『
藤
垣
内
門
人
姓

名
録
』

に

見
え
る

の

み

で

あ
る

。

し
か

し、

正

令
は
、

彦
麿
を

宣

長
の

弟
子
と

認
識

し
て

い

た
。

そ
の

正

令
が

彦
麿
と
玉

緒
結
の

効
果
に

つ

い

て

記
し
た

の

が
、

『

八

柱
の

御
恵
』

で

あ
る

。

彦
麿
が

天
保
五
年
以
降
に

行
っ

た
玉

緒
結
は

、

白

川
家
の

そ
れ
で

は
な
く

、

彦
麿
独
自
の

も
の

で

あ
る

。

本
書
に

は
「

四

年

以

前
に

其
術
を

得
た

り
」

と

あ
り、

天

保
五

年
の

四

年
後

、

天

保
九

年

（
一

八

三

八
）

の

内
容
だ

と

判
る

。

正

令
は
、

祖

母
の

危

篤
時
と
、

嫡

男

の

危

篤
時
と

の
、

二

回
に

わ
た
っ

て

彦
麿
に

玉
緒
結
を

依
頼
し
て

い

る
。

正

令
の

祖
母
瑞
柳
院
は
、

天

保
七
年

2

八

三

六）

に

逝
去
し
て

い

る
。

正

令
の

嫡
男
正

實
（
十
一

代
藩
主）

は
、

天
保
＝ ．
年
（
一

八
三
二
）

に

生

ま
れ
た

。

瑞
柳
院
は

、

玉

緒
結
の

甲
斐
あ
っ

て
一

度
は
延
命

す
る

も

結
局

亡
く
な
る

。

だ
が

、

正

實
の

場
合
は

効
を
奏
し、

医

師
も

驚
く
奇
跡
の

快

復
ぶ

り
で、

玉
緒

結
と

同
時
刻
に

食
欲
ま
で

戻
っ

た
と

い

う
。

そ
れ
は

、

天

保
九

年
三
月
十
七
日

の

夜
で

あ
っ

た
。

こ

の

両
名
以

外
に

も
、

戸

田

家

の

家
臣
が

数
名

、

玉

緒
結
を

依
頼
し
て

い

る
。

彦
麿
は、

勧

請
し
た
の

は

や

は

り
「

八
座
神
璽
」

で

あ
る

と
述
べ

て
い

る
が、

実
際
の

と
こ

ろ

は

不

明
で

あ
る

。

「

其
ふ

み

を

さ
へ

こ

ひ

得
て

う
つ

し
お

け
り

」

と

あ
り

、

正

令
は

彦
麿
の

鎮
魂
に

つ

い

て

の

書
を
写
し
て

い

る
。

今
回
は

卞
に

彦
麿
の

神
祗
官
八
座

神
信

仰
と

鎮
魂
祭
へ

の

強
い

関
心
に

着
目
し
た
が

、

正

令
も

ま
た

、

彦
麿
の

影

響
を

受
け
て

八

神
を
信
仰
し、

研

究
も
行
っ

て

い

る
。

そ

れ

は

別
の

機
会
に

発

表
し

た

い
。

初
期
禊
教
の

展
開
と
白
川

家

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　

荻
原

　
　

稔

　

近
世
末
期
の

神
道

系
の

教
化

活
動
の

な
か
に

は、

白
川
家
に
所
属
し
て

活
動
の

合
法
性
を

確
保
し
よ

う
と
す
る

も
の

が
あ
り

、

そ
の

ひ

と

つ

に

禊

教
の

教
祖
と

さ
れ
る

井
上
正
鐡
と
門
人
た
ち
の

活
動
が

あ
っ

た
。

こ

こ

で

は
、

正

鐡
自
身
が
入
門
し
て

神

職
の

地
位
を
確
保
し
た
ば
か

り
で

な
く、

門
人
た

ち
は

正

鐡
の

保
釈
や

没

後
の

名
誉
回
復
の

運
動
を
し

た

り、

白
川

家
家
来
と

し
て

公

用
旅
行
と
し
て

往
来
し
つ

つ

伝
道
を

進
め

る
者
も
あ
っ

た
。

本

発
表
で

は
、

金
光
図

書
館
所
蔵
の

「

白
川

家
門

人
帳
」
、

宮
内

庁

書
陵
部
所
蔵
の

「

白
川
家
日

記
」

、
「

白
川

家
武
家
伝
奏
職
事
往
来
留
」

の

記
録
と

井
上
門
中
（
禊
教）

側
の

資
料
と

を
照
合
す
る

こ

と

に
よ

り、

井

上

正
鐡
一

門
と

白
川

家
の

問
で

ど
の

よ

う
な
応
答
が
あ
っ

た

の

か

を

見
て

ゆ

き
た

い
。

　

井
上

正
鐵
は

、

伝
記
に

よ

れ
ば
天
保
五

年
（
一

八

三

四
）

に

入
門
し
た

。

七

年

2

八

三

六）

十
一

月
に

上
京
し
て

伯
王
と

面
会
し

、

入
門
の

誓
詞

（
金

光
図

書
館
所
蔵
「

名
簿
」）

に

自
署
し
て

お
り、

そ
の

後
十
一

年
（
一

八

四
〇
）

四
月
に

武
蔵
国
足
立

郡
梅
田
村
の

神
明
宮
神
主
に

な
っ

た

こ

と

が

「

白
川
家
門
人

帳
」

の

記
事
に

追
記
さ
れ
て

い

る
。

梅
田

神
明
宮
で

の

活
動
は
、

わ

ず
か
に

三

年
ほ

ど
に

過
ぎ
な
い

が、

布
教
を
進
め

る
一

方
で

取
締
に

備
え
た

対
応
も
行
い

、

高
弟
野
澤
鐵
教
を
本
荘

宗
秀
の

領
地
の

宮

津
へ

逃
が
し
た

。

十
二

年
（
一

八
四
】
）

十
一

月
に

は
、

寺
社
奉
行
の

取

締
を
受
け
て

井
上
正
鐡
は

揚
屋
入
り
を

命
じ
ら
れ
た

が、

自

分
の

教
え
は

白
川
家
に
基
づ

く
と
主
張
し

た
た
め
、

繰
り
返
し
白
川

家
に

照
会
が

な
さ

れ

て

い

る
。

十
三

年
（
一

八

四
二
）

十
一

月
の

再
度
の

取
締
の

時
に

は
、

上

級
武
士
の

門
中
が

入
門
し

て

多
額
の

御
礼
金
等
を
納

入
し、

身
柄
を
執
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役
所
預
と

し
て

ほ

し

い

と
の

請
願
の

取
次
ぎ
を
求
め

て

い

る
。

ま
た
、

翌

十
四
年
（

一

八
四

三）

二

月
に

正
鐡
は
遠

島
の

申
渡
し

を

受
け
た
が
、

避

難
先
の

宮
津
か
ら

江
戸
に

戻
ろ

う
と

し
た
野
澤
鐵
教
は

白
川

家
に

参
殿
し

て

妻
の

女
通
行
手
形
の

発
給
を

申
請
し

、

数
日
で

京
都
所
司

代
か
ら

下
付

さ

れ

る

と

い

う
素
早
い

対
応
が

な
さ
れ
た

。

ま
た
、

弘
化
四

年
（
一

八

四

七
）

に

は

刀
鍛
冶
の

荘
司

直
胤

や
加
藤
鐵
秀
が
許
状

を

受
け
て

い

る

が
、

同
年
正

月
の

東
叡
山

役
所
へ

の

赦
免
の

請
願
と
関
係
が

あ
ろ

う
。

　

嘉
永
二

年
（

一

八

四

九
）

の

正
鐵
死
去
後
の

数
年
間
は

活

動
の

形
跡
が

な
い

が
、

五

年
後
の

安
政

元
年
（

一

八
五
四）

頃
に

は
三

浦
知
善
に

よ

り

復
興
さ

れ
、

白
川
家
と
の

関
係
は
、

ま
ず
岡
山
藩
か

ら

取
締
を

受
け
た

伊

藤

祐
像
門
下
の

岡
山
の

門

中
に

よ

り
再
開
さ
れ
た

。

安
政
四

年
（
一

八

五

七
）

三

月
に

伊
藤
門
下

の

佐
々

木、

矢
部、

中
山
の

三
人
が

「

神
道
講
釈

下

知
状
」

を

受
け

、

伊
藤
は

安
政
五

年
（
一

八
五

入
）

八

月
に

摂
津、

和

泉
で

の

布
教
後
に

参
殿
し
、

資
敬
王
へ

の

御
前
講
釈
を

行
っ

た
。

さ
ら

に
、

中
山

が

江
戸
に

向
っ

た
の

で
、

江
戸
の

門
中
も

勢
い

づ

い

て
、

安
政

六

年

2
八

五

九）

に

は

梅
田

神
明
宮
の

後
継
者
杉
山

靭
負
と
正

鐵
の

妻

男
也
が
上

京
し

、

伯
王
に

面
会
の

上
、

内
侍
所
に

参
拝
し

た
。

　

文
久
二

年
（

一

八

六
二
）

の

取
締
後
に
は

、

所
払
に

処
せ
ら

れ

た

坂
田

鐵

安
や

村
越

守
一

が

白
川

家
に

接
近
し
て・
冢

来
の

身
分
を

得
た

。

文
久
三

年
か

ら

慶
応
二

年
に

は
、

坂
田
、

村
越、

伊
藤
ら
は

自
川

家
縁
故
の

一

条

通

新
町

西
入
る

真

如
堂
町

の

借
家

を
活
用
し

な
が
ら、

毎
年
江

戸、

京

都
、

信

州
を

往
来
し

て

伝
道
拠
点
を

開
き、
「

遠

州
長
上

郡
」

「

美
濃
国
武

儀

郡
」

な
ど

活
動
が

現

存
す
る

場
所
も
あ
る

。

　

慶
応
四

年
（

一

八

六
八）

二

月
付
で
、

井
上
正

鐵

が

「

禊
祓
霊

社
」

の

神

号
に

よ

り
奉
遷
さ

れ
た
が

、

こ

の

年
の

五
月
と

六

月
に

入

門
の

記
録
が

あ
り、

多
く
の

礼
金
が

納
め

ら

れ

て

い

る

の

で
、

こ

の

手
続
き
の

関
係
で

あ
ろ

う。

明
治
二

年
（
一

八

六

九
）

二

月
に

は

赦
免
が

伝
達
さ

れ
、

東
京

に

転
居
し
た

白
川
家
に

見
舞
と

赦
免
の

お

礼
と
し

て

三

月
二

十
日

に

門
中

の

主
だ
っ

た

も
の

た
ち
が

参
館
し

た
。

そ
の

後
も
、

坂
田
と

伊
藤
ら
は

、

し

ば

し

ば

手
土

産
を

持
参
し

て

参
殿
し
て

い

る

が
、

四

年
（

一

八

七
一
）

五

月
の

神
官
職

員
規
則
に

よ

り、

白
川

家
と

井
上

門
中
と

の

公

式
な

関
係

は

終
了
し
た

。

パ

ネ
ル

の

主

旨
と
ま

と
め

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

山
口

　
剛
史

　
本
パ

ネ
ル

で

は
、

神
祗
伯
白
川
家
と

伯
家
神
道
に

つ

い

て
、

そ
の

実
態

に

迫
る

た
め
、

金
光
英

子
氏
・

石
川

達
也

氏
・

山
口

剛

史
・

荻
原
稔
氏

が
、

そ
れ
ぞ

れ

の

立

場
と

視
座
か

ら

各
自
の

研
究
成
果
を
発
表
し
た
。

コ

メ

ン

テ

ー

タ

は

幡
鎌
一

弘
氏、

司
会
は

井
上

智
勝
氏
に

依
頼
し

た
。

両
氏

は
、

い

ず
れ

も

当
該
分
野
の

代
表
的
な

研
究
者
で

あ
り、

近
世
の

宗
教
史

に

お
け
る

白
川

家
の

果
た

し
た

役
割
は

も
ち
ろ

ん

の

こ

と
、

対
抗
勢
力
で

あ
る

吉
田
家

、

朝
廷
・

幕
府
と
い

っ

た

世
俗
権
威
と
の

関
連
な

ど
、

幅
広

い

視
野
で

研
究
を

展
開
し
て

こ

ら
れ

た
。

本
パ

ネ
ル

は
、

両
氏
の

ご

教
示

無
く
し

て

成
立

し

得
る

も

の

で

は

な

か
っ

た
。

そ
の

点
を

冒

頭
に

明
記

し
、

ま
ず
は

、

こ

の

場
を
お

借
り
し
て

感
謝
申
し
上

げ
た

い
。

そ
し
て
、

フ

ロ

ア

か
ら

は

松
本
久
史
氏
・

三

ツ

松
誠
氏
が
発
言
さ
れ、

有
意
義
な
議

論
と

な
っ

た

こ

と
に

お

礼
申
し

上
げ
る

。

　
本
パ

ネ
ル

に

お
け
る

各
発
表
は
、

金

光
氏
が
総
論

、

石
川
氏
が
概
論、

山
口
・

荻
原
氏
が
各
論

、

と

位
置
づ

け
る

こ

と
が

出
来
る

。

白
川
家
は
、

吉
田
家
に
比
し

て
、

従
来
顧
み

ら
れ
る

こ

と

が
少
な
か

っ

た
。

本
パ

ネ
ル

（799）77
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